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研究成果の概要（和文）：本研究では、伊東忠太、大江新太郎、佐野利器、大熊喜邦などをはじめ、明治期の日本人が
実施した満洲建築調査を体系的に整理し、再調査をした。そして、1909年に伊東忠太が提出した進化主義の思想と中国
調査の関連、大江新太郎の瀋陽故宮の調査とその後の進化主義作品との関連、明治期の調査記録と現在の遺存状況を比
較し、歴史記録の現代における価値などを明らかにした。研究成果を論文や著書に留まらず、日本と中国及び欧米の建
築史研究者による国際シンポジウムを主催し、20世紀初頭の日本人満洲建築調査の現代的意義を国際的な円卓で再検討
した。

研究成果の概要（英文）：This research focused on Japanese Architects' Manchuria fieldworks in Meiji era, e
specially the Manchuria survey had been done by Chuta Ito, Shintaro Ohe, toshigata Sano, Yoshikuni Okuma. 
In this project we systematize the Meiji era's fieldwork and have compared the historical record with the 
building's present condition. The research Achievements are not only the papers and books but also the sym
posium which the Japanese and Chinese scholars exchange the thinking to make the Japanese Architects' Manc
huria Fieldwork's historical and modern meaning clearly.
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１．研究開始当初の背景 
近代では、日本人により満洲を含む中国、
朝鮮建築調査が数多く行われ、伊東忠太や関
野貞を筆頭に史学史的に検討されてきた。 
一連の調査で、満洲調査は、日本人が行っ
た中国調査の中でも地域性があり、歴史的、
学術的に解明する意義が特に大きいと考え
た。 
満洲は中国文化の周縁部で、1930 年代に
中国人の建築史研究組織が発足した後にも、
中国人による満洲建築調査がされておらず、
20 世紀初頭の日本人満洲建築調査は現在で
もその記録の貴重性は失われていない。 
さらに、これらの調査データを現在の歴史
的建造物と照合すれば、非漢族文化圏の満洲
建築史を再構築する糸口が見つかる可能性
がある。 
つまり、中国建築史の構図を多元化すると
いう現代的課題も含む研究課題である。 

 
２．研究の目的 
本研究では、明治期の建築界が行った満洲
調査を研究対象とし、調査資料と調査対象の
歴史的建造物を照合しながら、調査の歴史的、
学術的な意味に関して、次の点を明らかにす
る。 
（1） 明治期の日本建築界における中国調査
の中での満洲調査の位置付けを明らかにす
る。 
（2） 満洲調査を明治期の日本建築界の動き
や他の中国調査と比較、分析して、相互の影
響関係を明らかにする。 
（3）満洲調査の対象となった歴史的建造物
を、現地で再調査することによって、その史
料価値を明らかにする。 
（4）伊東忠太と大江新太郎の設計活動と関
連させて考察し、満洲調査の影響を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず明治期の日本人研究者が
調査した歴史的建造物を再調査し、明治期の
調査時と現状が比較できるリストを作成し、
それを後の世代の村田治郎や伊藤清造など
の日本人による調査と戦後に中国人が行っ
た調査の各結果を収集して、総合的な調査結
果により、満洲の歴史的建築物の全体像を描
き出す。 
さらに、伊東忠太や大江新太郎など、設計
を手がけた研究者の作品を整理して、その設
計手法と満洲調査の関連を分析する。
   
４．研究成果 
日本人の満洲調査が最も早い基礎的デー
タであり、のちの中国建築史を構築する際の
基礎になったことを明らかにし、同時に、満
洲調査と伊東忠太の世界建築体系における
認識の形成との関連性及び大江新太郎の進
化主義様式の設計作品との関連性を明らか
にした。 

また、本研究では、満洲調査の記録を基づ
き、新たな建築史、都市史研究を展開させた。
更に、満洲調査史料を元に、調査対象の歴史
的建造物の現状を調査し、現存していれば損
壊状況を確認し、保存のための基礎的情報を
整理したことで、 戦前の調査成果を現代の
歴史的建造物の保存に活用する仕組みを構
築した。 
最終年度に、中国、日本及び欧米の建築史
研究者による国際シンポジウムを主催し、日
本人の満洲建築調査の歴史的、現代的な意味
を国際的な円卓で再検討した。 
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